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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 後 対 称 断 面 の 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 と 、 前 記 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 の 前 面 側 、 後 面 側 の 一 方 ま  
た は 双 方 に 配 置 す る パ ネ ル と 、 前 記 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に そ れ ぞ れ 装 着 し て 前 記 パ ネ ル を 保  
持 す る 押 え 部 材 と を 備 え て な り 、 前 記 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 は 、 そ れ ぞ れ の 前 面 側 、 後 面 側 に  
そ れ ぞ れ 一 対 の 固 定 リ ブ を 形 成 し 、 前 記 押 え 部 材 は 、 前 記 パ ネ ル の 周 縁 部 を 押 圧 す る 薄 肉  
の 本 体 部 と 、 該 本 体 部 の 厚 肉 の 基 部 に 形 成 し 、 前 記 各 一 対 の 固 定 リ ブ に 弾 発 的 に 係 合 さ せ  
る 一 対 の 係 合 リ ブ と を 備 え る と と も に 、 前 記 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に 対 し て 同 形 同 大 の も の を  
共 通 に 使 用 し 、 前 記 縦 枠 の 前 記 各 一 対 の 固 定 リ ブ は 、 前 記 上 枠 の 前 記 各 一 対 の 固 定 リ ブ と  
同 形 同 大 に す る こ と を 特 徴 と す る 間 仕 切 り 用 の パ ネ ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 上 枠 は 、 天 井 面 の 天 井 レ ー ル に 高 さ 調 節 自 在 に 組 み 合 わ せ 、 前 記 下 枠 は 、 床 面 に 設  
置 し 、 前 記 縦 枠 は 、 間 仕 切 り 用 の 支 柱 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 間 仕 切  
り 用 の パ ネ ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 各 一 対 の 固 定 リ ブ の 間 に は 、 前 記 パ ネ ル を 取 り 付 け る 際 の 仮 留 め 金 具 用 の 止 め ね じ  
を ね じ 込 み 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 間 仕 切 り 用 の パ ネ  
ル 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に は 、 そ れ ぞ れ 前 記 パ ネ ル の 周 縁 部 に 対 応 す る 緩 衝 材 を 付 設 す る  

請求項の数　6　（全10頁）
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こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か 記 載 の 間 仕 切 り 用 の パ ネ ル 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 緩 衝 材 は 、 軟 質 ゴ ム の 基 材 上 に 硬 質 樹 脂 板 を 貼 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記  
載 の 間 仕 切 り 用 の パ ネ ル 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 上 枠 、 縦 枠 は 、 前 記 押 え 部 材 の 脱 落 防 止 用 の 掛 止 部 を 前 記 固 定 リ ブ に 形 成 す る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か 記 載 の 間 仕 切 り 用 の パ ネ ル 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ガ ラ ス 板 な ど の パ ネ ル を 使 用 す る 間 仕 切 り 用 の パ ネ ル 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ラ ス 板 を 使 用 す る 間 仕 切 り 用 の パ ネ ル 装 置 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の パ ネ ル 装 置 は 、 ガ ラ ス 板 の 上 下 の 端 縁 部 を そ れ ぞ れ 上 枠 、 下 枠 に 保 持 さ せ て い る  
。 ガ ラ ス 板 の 上 端 部 は 、 ガ ラ ス 板 の 表 面 側 に 下 向 き に 屈 曲 す る 保 持 片 付 き の 上 縁 部 材 を ガ  
ラ ス 板 の 上 端 面 に 固 定 し た 上 、 上 縁 部 材 に 取 り 付 け る 取 付 金 具 の 上 向 き の 舌 片 を 上 枠 の 下  
向 き の ス リ ッ ト に 挿 入 す る 一 方 、 ガ ラ ス 板 の 下 端 部 は 、 ガ ラ ス 板 の 表 面 側 に 上 向 き に 屈 曲  
す る 支 持 片 付 き の 下 縁 部 材 を 介 し て 下 枠 の 段 部 に 支 持 し て い る 。 上 枠 、 下 枠 に は 、 そ れ ぞ  
れ 上 縁 部 材 や 取 付 金 具 、 下 縁 部 材 と と も に 、 上 枠 、 下 枠 の 全 体 を ガ ラ ス 板 の 表 面 側 か ら 隠  
蔽 す る カ バ ー 部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － ８ ９ ２ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 か か る 従 来 技 術 に よ る と き は 、 上 枠 側 、 下 枠 側 の カ バ ー 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 上 縁 部 材 の 保  
持 片 、 下 縁 部 材 の 支 持 片 を 覆 う た め 、 ガ ラ ス 板 の 表 面 上 の 見 掛 け の 厚 さ 、 す な わ ち ガ ラ ス  
板 の 表 面 と の 段 差 が 過 大 と な っ て 十 分 良 好 な 美 感 を 達 成 す る こ と が 難 し い 上 、 全 体 構 造 が  
複 雑 で 組 付 作 業 が 煩 雑 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。 な お 、 ガ ラ ス 板 の 保 持 方 法 と し て 従 来  
か ら 周 知 の シ ー リ ン グ や ガ ス ケ ッ ト 、 ビ ー ト な ど を 採 用 す る 場 合 も 、 同 様 の 美 感 の 問 題 が  
あ る 上 、 組 付 作 業 に 熟 練 を 要 し 、 作 業 性 が よ く な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 か か る 従 来 技 術 の 問 題 に 鑑 み 、 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に そ れ ぞ  
れ 弾 発 的 に 係 合 さ せ て 装 着 す る 押 え 部 材 を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 一 層 良 好 な 美 感 を 容 易  
に 実 現 す る と と も に 、 全 体 構 造 を 簡 単 に し て 作 業 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 間 仕 切 り 用  
の パ ネ ル 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 か か る 目 的 を 達 成 す る た め の こ の 発 明 の 構 成 は 、 前 後 対 称 断 面 の 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 と 、  
上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 の 前 面 側 、 後 面 側 の 一 方 ま た は 双 方 に 配 置 す る パ ネ ル と 、 上 枠 、 下 枠 、  
縦 枠 に そ れ ぞ れ 装 着 し て パ ネ ル を 保 持 す る 押 え 部 材 と を 備 え て な り 、 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 は  
、 そ れ ぞ れ の 前 面 側 、 後 面 側 に そ れ ぞ れ 一 対 の 固 定 リ ブ を 形 成 し 、 押 え 部 材 は 、 パ ネ ル の  
周 縁 部 を 押 圧 す る 薄 肉 の 本 体 部 と 、 本 体 部 の 厚 肉 の 基 部 に 形 成 し 、 各 一 対 の 固 定 リ ブ に 弾  
発 的 に 係 合 さ せ る 一 対 の 係 合 リ ブ と を 備 え る と と も に 、 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に 対 し て 同 形 同  
大 の も の を 共 通 に 使 用 し 、 縦 枠 の 各 一 対 の 固 定 リ ブ は 、 上 枠 の 各 一 対 の 固 定 リ ブ と 同 形 同  
大 に す る こ と を そ の 要 旨 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 上 枠 は 、 天 井 面 の 天 井 レ ー ル に 高 さ 調 節 自 在 に 組 み 合 わ せ 、 下 枠 は 、 床 面 に 設 置  
し 、 縦 枠 は 、 間 仕 切 り 用 の 支 柱 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 各 一 対 の 固 定 リ ブ の 間 に は 、 パ ネ ル を 取 り 付 け る 際 の 仮 留 め 金 具 用 の 止 め ね じ を  
ね じ 込 み 可 能 で あ っ て も よ く 、 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に は 、 そ れ ぞ れ パ ネ ル の 周 縁 部 に 対 応 す  
る 緩 衝 材 を 付 設 し て も よ く 、 緩 衝 材 は 、 軟 質 ゴ ム の 基 材 上 に 硬 質 樹 脂 板 を 貼 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 上 枠 、 縦 枠 は 、 押 え 部 材 の 脱 落 防 止 用 の 掛 止 部 を 固 定 リ ブ に 形 成 す る こ と が で  
き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 か か る 発 明 の 構 成 に よ る と き は 、 押 え 部 材 は 、 一 対 の 係 合 リ ブ を 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 の 各  
一 対 の 固 定 リ ブ に 弾 発 的 に 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 本 体 部 を 介 し て パ ネ ル の 周 縁 部 を 対 応  
す る 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に 向 け て 押 圧 し 、 パ ネ ル の 周 縁 部 を 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 と の 間 に 挟 み  
込 ん で 安 定 に 保 持 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 パ ネ ル の 取 付 作 業 は 、 パ ネ ル の 必 要 な 位  
置 合 せ の 後 、 押 え 部 材 を 装 着 す る だ け で 完 了 す る か ら 、 作 業 内 容 が 単 純 で 作 業 性 が 高 い 上  
、 パ ネ ル の 表 面 上 の 押 え 部 材 の 見 掛 け の 厚 さ を 必 要 最 少 に 抑 え て 良 好 な 美 感 を 実 現 す る こ  
と が で き る 。 な お 、 パ ネ ル は 、 透 明 ま た は 透 光 性 の ガ ラ ス 板 ま た は 合 成 樹 脂 板 の 他 、 金 属  
や 木 材 、 紙 な ど の 任 意 の 材 料 の 単 板 、 複 合 板 が 使 用 可 能 で る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 枠 は 、 天 井 レ ー ル に 高 さ 調 節 自 在 に 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 笠 木 部 材 を 省 略 す る こ  
と が で き 、 下 枠 は 、 床 面 に 直 接 設 置 す る こ と に よ り 、 幅 木 部 材 を 省 略 す る こ と が で き る 。  
上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 は 、 そ れ ぞ れ 押 え 部 材 を 介 し て 隠 蔽 さ れ 、 良 好 な 外 観 を 得 る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に そ れ ぞ れ 形 成 す る 各 一 対 の 固 定 リ ブ は 、 仮 留 め 金 具 を 仮 留 め す る た  
め の 止 め ね じ を ね じ 込 み 可 能 と す る こ と に よ り 、 止 め ね じ 用 の 下 穴 加 工 が 不 要 で あ る 。 な  
お 、 仮 留 め 金 具 は 、 対 応 す る 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に 対 し て パ ネ ル の 周 縁 部 を 位 置 調 節 可 能 に  
仮 留 め す る こ と が で き 、 し た が っ て 、 仮 留 め 中 の パ ネ ル は 、 前 後 方 向 、 幅 方 向 （ 目 地 方 向  
） の 他 、 必 要 に 応 じ て 上 下 方 向 に 容 易 に 位 置 合 せ 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 枠 、 下 枠 、 縦 枠 に 付 設 す る 弾 性 材 の 緩 衝 材 は 、 押 え 部 材 を 介 し て 保 持 さ れ る パ ネ ル に  
が た つ き な ど が 生 じ る こ と を 防 止 す る 。 な お 、 緩 衝 材 は 、 た と え ば Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ の ス ポ ン ジ 体  
の 基 材 上 に た と え ば Ｐ Ｅ Ｔ の 樹 脂 板 を 貼 着 す る こ と に よ り 、 適 切 な 弾 性 と パ ネ ル の 位 置 合  
せ に 有 利 な 低 摩 擦 性 の 双 方 が 実 現 で き る 。 た だ し 、 Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ は 、 そ れ を 含 む 任 意 の 軟 質 ゴ  
ム 材 と し て も よ く 、 Ｐ Ｅ Ｔ は 、 そ れ を 含 む 任 意 の 硬 質 樹 脂 板 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 押 え 部 材 の 脱 落 防 止 用 の 掛 止 部 を 上 枠 、 縦 枠 の 固 定 リ ブ に 形 成 す れ ば 、 た と え ば パ ネ ル  
の 取 付 作 業 中 な ど に お い て 、 固 定 前 の 押 え 部 材 を 利 用 し て パ ネ ル の 仮 押 え が で き る 他 、 パ  
ネ ル の 万 一 の 倒 れ 事 故 の 発 生 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 一 部 破 断 全 体 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 一 部 破 断 全 体 横 断 面 図
【 図 ３ 】 上 枠 の 要 部 拡 大 断 面 図
【 図 ４ 】 図 １ の 要 部 拡 大 図
【 図 ５ 】 押 え 部 材 の 拡 大 断 面 図
【 図 ６ 】 仮 留 め 金 具 の 使 用 状 態 説 明 図
【 図 ７ 】 押 え 部 材 の 取 付 手 順 説 明 図
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【 図 ８ 】 押 え 部 材 の 使 用 状 態 説 明 図
【 図 ９ 】 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 １ 相 当 図
【 図 １ ０ 】 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 ２ 相 当 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 以 っ て 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 間 仕 切 り 用 の パ ネ ル 装 置 は 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ と 、 前 面 側 、 後 面 側 の パ ネ  
ル Ｐ 、 Ｐ … と 、 押 え 部 材 １ ４ 、 １ ４ … と を 備 え て な る （ 図 １ 、 図 ２ ） 。 た だ し 、 以 下 の 説  
明 に お い て 、 便 宜 的 に 、 図 １ の 左 側 、 図 ２ の 下 側 を 前 面 側 と し 、 図 １ の 右 側 、 図 ２ の 上 側  
を 後 面 側 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ は 、 そ れ ぞ れ チ ャ ン ネ ル 状 の 前 後 対 称 断 面 に 形 成 さ れ て  
お り 、 押 え 部 材 １ ４ は 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ の 前 面 側 ま た は 後 面 側 に 装 着 し て  
、 パ ネ ル Ｐ の 対 応 す る 周 縁 部 を 保 持 す る と と も に 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ の 前 面  
側 、 後 面 側 を 実 質 的 に 隠 蔽 し て い る 。 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ 、 押 え 部 材 １ ４ は 、  
そ れ ぞ れ 図 １ 、 図 ２ の 紙 面 に 垂 直 方 向 に 長 い ア ル ミ ニ ウ ム の 押 出 形 材 で あ る 。 な お 、 図 ２  
に お い て 、 縦 枠 １ ３ は 、 図 示 し な い 他 方 の 縦 枠 １ ３ と 対 に な っ て い る も の と し 、 両 者 間 の  
パ ネ ル Ｐ 、 Ｐ … は 、 前 面 側 、 後 面 側 に 各 １ 枚 で あ っ て も よ く 、 互 い に 嵌 合 す る 目 地 部 材 Ｐ 1  
、 Ｐ 1  を 介 し て 接 続 す る 各 ２ 枚 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 向 き チ ャ ン ネ ル 状 の 上 枠 １ １ は 、 底 部 １ １ ａ を 断 面 台 形 状 に 突 出 さ せ る と と も に （ 図  
１ 、 図 ３ ） 、 前 面 側 、 後 面 側 の 上 部 に は 、 そ れ ぞ れ 一 対 の 固 定 リ ブ １ １ ｂ 、 １ １ ｃ が 形 成  
さ れ て い る 。 上 の 固 定 リ ブ １ １ ｂ の 上 面 側 に は 、 中 間 部 か ら 先 端 部 に 向 け て 順 に 突 部 １ １  
ｂ 1  、 凹 部 １ １ ｂ 2  、 突 部 １ １ ｂ 3  、 下 向 き の 斜 面 １ １ ｂ 4  が 形 成 さ れ 、 下 面 側 に は 、 基  
部 の 上 向 き の 斜 面 １ １ ｂ 5  、 先 端 の 下 向 き の 突 部 １ １ ｂ 6  が 形 成 さ れ て い る 。 下 の 固 定 リ  
ブ １ １ ｃ の 上 面 側 に は 、 浅 い 凹 部 １ １ ｃ 1  を 介 し て 先 端 部 の 上 向 き の 突 部 １ １ ｃ 2  が 形 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 枠 １ １ は 、 天 井 面 Ｃ の 天 井 レ ー ル ２ １ に 対 し 、 ア ジ ャ ス ト ボ ル ト ２ ２ を 介 し て 高 さ 調  
節 自 在 に 組 み 合 わ さ れ て い る 。 天 井 レ ー ル ２ １ は 、 補 強 材 ２ １ ａ 、 止 め ね じ ２ １ ｂ を 介 し  
て 天 井 面 Ｃ に ね じ 止 め さ れ て お り 、 上 枠 １ １ を 吊 下 す る ア ジ ャ ス ト ボ ル ト ２ ２ は 、 ガ イ ド  
材 ２ ３ を 介 し て 天 井 レ ー ル ２ １ に 内 装 す る 支 持 材 ２ ４ の 下 面 に ね じ 込 ま れ て い る 。 な お 、  
ガ イ ド 材 ２ ３ は 、 天 井 レ ー ル ２ １ と と も に 天 井 面 Ｃ に ね じ 止 め さ れ 、 支 持 材 ２ ４ は 、 ガ イ  
ド 材 ２ ３ を 介 し て 保 持 さ れ て い る 。 ま た 、 ア ジ ャ ス ト ボ ル ト ２ ２ は 、 上 枠 １ １ の 底 部 １ １  
ａ の 下 面 に ね じ 止 め す る 固 定 プ レ ー ト ２ ５ の 図 示 し な い ス リ ッ ト に 対 し 、 首 元 の 係 合 溝 ２  
２ ａ を 介 し て 上 下 に 相 対 移 動 不 能 か つ 相 対 回 転 自 在 に 係 合 し 、 底 部 １ １ ａ を 上 向 き に 貫 通  
し て い る 。 た だ し 、 ガ イ ド 材 ２ ３ 、 支 持 材 ２ ４ 、 ア ジ ャ ス ト ボ ル ト ２ ２ 、 固 定 プ レ ー ト ２  
５ は 、 上 枠 １ １ 、 天 井 レ ー ル ２ １ の 全 長 に 対 し 、 両 者 の 両 端 部 を 含 む ２ 箇 所 以 上 に 分 散 配  
置 さ れ て い る 。 ま た 、 上 枠 １ １ の 下 面 に は 、 カ バ ー 材 ２ ６ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 向 き チ ャ ン ネ ル 状 の 下 枠 １ ２ は 、 前 面 側 、 後 面 側 の 脚 部 １ ２ ａ 、 １ ２ ａ を 着 地 さ せ （  
図 １ 、 図 ４ ） 、 止 め ね じ ３ １ を 介 し て 床 面 Ｆ に 設 置 さ れ て い る 。 下 枠 １ ２ の 前 面 側 、 後 面  
側 の 中 間 部 に は 、 そ れ ぞ れ 一 対 の 固 定 リ ブ １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 下 の 固 定 リ  
ブ １ ２ ｂ の 下 面 側 に は 、 基 部 側 の 突 部 １ ２ ｂ 1  、 先 端 部 の 斜 面 １ ２ ｂ 4  が 形 成 さ れ 、 上 面  
側 に は 、 基 部 の 斜 面 １ ２ ｂ 5  、 先 端 の 突 部 １ ２ ｂ 6  が 形 成 さ れ て い る 。 上 の 固 定 リ ブ １ ２  
ｃ は 、 ス ト レ ー ト に 形 成 さ れ て お り 、 下 枠 １ ２ の 上 面 に は 、 カ バ ー 材 ３ ２ が 装 着 さ れ て い  
る 。 な お 、 下 枠 １ ２ の 固 定 リ ブ １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 上 下 を 逆 に し て 上 枠 １ １ の 固  
定 リ ブ １ １ ｂ 、 １ １ ｃ に 対 応 し て い る 。 そ こ で 、 下 枠 １ ２ の 符 号 １ ２ ｂ i  （ i  ＝ 1  、 4  、 5  
、 6  ） は 、 上 枠 １ １ の 符 号 １ １ ｂ i  に 対 応 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 横 向 き チ ャ ン ネ ル 状 の 縦 枠 １ ３ は 、 間 仕 切 り 用 の 角 柱 状 の 支 柱 ４ １ の 片 側 半 分 を 収 納 す  
る よ う に し て 、 止 め ね じ ４ ２ 、 ４ ２ を 介 し て 支 柱 ４ １ の 一 方 の 側 面 に 固 定 さ れ て い る （ 図  
２ ） 。 な お 、 縦 枠 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ と 支 柱 ４ １ と の 間 に は 、 ク ッ シ ョ ン 材 ４ ３ が 介 装 さ れ  
て い る 。 ま た 、 縦 枠 １ ３ の 前 面 側 、 後 面 側 に は 、 そ れ ぞ れ 固 定 リ ブ １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ が 形 成  
さ れ て お り 、 一 対 の 固 定 リ ブ １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ は 、 上 枠 １ １ の 固 定 リ ブ １ １ ｂ 、 １ １ ｃ と 同  
形 同 大 に な っ て い る 。 支 柱 ４ １ の 他 方 の 側 面 に は 、 間 仕 切 り パ ネ ル Ｐ a  が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 押 え 部 材 １ ４ は 、 薄 肉 の 本 体 部 １ ４ ａ の 厚 肉 の 基 部 に 対 し 、 一 対 の 係 合 リ ブ １ ４ ｂ 、 １  
４ ｃ が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 図 ５ ） 。 本 体 部 １ ４ ａ の 先 端 に は 、 平 坦 な 低 い 突 部 １ ４ ａ 1  
が 形 成 さ れ 、 本 体 部 １ ４ ａ か ら 遠 い 方 の 係 合 リ ブ １ ４ ｂ は 、 斜 面 １ ４ ｂ 1  を 有 す る 斜 め の  
基 部 を 介 し て 、 先 端 に 突 部 １ ４ ｂ 2  が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 本 体 部 １ ４ ａ に 近 い 方 の 係  
合 リ ブ １ ４ ｃ は 、 基 部 側 に 平 坦 な 低 い 段 部 １ ４ ｃ 1  を 形 成 す る と と も に 、 先 端 部 を 階 段 状  
に 屈 曲 さ せ て 突 部 １ ４ ｃ 2  が 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 段 部 １ ４ ｃ 1  は 、 係 合 リ ブ １ ４ ｂ  
側 に 膨 出 し 、 突 部 １ ４ ｃ 2  は 、 突 部 １ ４ ｂ 2  と と も に 本 体 部 １ ４ ａ 側 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 各 パ ネ ル Ｐ は 、 セ ッ テ ィ ン グ ブ ロ ッ ク １ ５ を 介 し て 下 端 を 下 枠 １ ２ の 固 定 リ ブ １ ２ ｃ 上  
に 支 承 さ せ る と と も に （ 図 １ 、 図 ４ ） 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ に そ れ ぞ れ 装 着 す  
る 押 え 部 材 １ ４ 、 １ ４ … を 介 し て 各 周 縁 部 を 保 持 す る こ と に よ り 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、  
縦 枠 １ ３ に 装 着 さ れ て い る （ 図 １ 、 図 ２ ） 。 な お 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ の 前 面  
側 、 後 面 側 の パ ネ ル Ｐ の 周 縁 部 に 対 応 す る 部 位 に は 、 そ れ ぞ れ 緩 衝 材 １ ６ が 付 設 さ れ て い  
る 。 ま た 、 パ ネ ル Ｐ の 上 端 面 、 縦 枠 １ ３ 側 の 側 端 面 に は 、 そ れ ぞ れ 余 裕 隙 間 ｇ 1  、 ｇ 2  が  
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 押 え 部 材 １ ４ は 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ の 前 面 側 、 後 面 側 に 対 し 、 本 体 部 １ ４  
ａ を パ ネ ル Ｐ 側 に 向 け て 、 一 対 の 係 合 リ ブ １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ を 各 一 対 の 固 定 リ ブ １ １ ｂ 、 １  
１ ｃ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ に 弾 発 的 に 係 合 さ せ て 装 着 し 、 同 形 同 大 の も の が  
共 通 に 使 用 さ れ て い る 。 た と え ば 、 下 枠 １ ２ に 対 す る 押 え 部 材 １ ４ の 装 着 状 態 を 説 明 す れ  
ば （ 図 ４ ） 、 係 合 リ ブ １ ４ ｂ の 先 端 の 突 部 １ ４ ｂ 2  が 固 定 リ ブ １ ２ ｂ の 突 部 １ ２ ｂ 1  を 越  
え る よ う に 係 合 リ ブ １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ を 固 定 リ ブ １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ に 係 合 さ せ る と （ 図 ４ の 矢  
印 Ｋ 1  方 向 ） 、 係 合 リ ブ １ ４ ｃ の 先 端 の 突 部 １ ４ ｃ 2  の 高 さ 位 置 が 固 定 リ ブ １ ２ ｃ に 規 制  
さ れ な が ら 、 係 合 リ ブ １ ４ ｃ の 基 部 の 段 部 １ ４ ｃ 1  が 固 定 リ ブ １ ２ ｂ の 突 部 １ ２ ｂ 6  に よ  
り 押 し 上 げ ら れ 、 本 体 部 １ ４ ａ が パ ネ ル Ｐ 側 に 駆 動 さ れ る （ 同 図 の 矢 印 Ｋ 2  方 向 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ こ で 、 押 え 部 材 １ ４ は 、 本 体 部 １ ４ ａ の 先 端 の 突 部 １ ４ ａ 1  を 介 し て パ ネ ル Ｐ の 周 縁  
部 を 下 枠 １ ２ に 向 け て 押 圧 し 、 パ ネ ル Ｐ を 安 定 に 保 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 係 合 リ ブ  
１ ４ ｂ の 突 部 １ ４ ｂ 2  、 固 定 リ ブ １ ２ ｂ の 突 部 １ ２ ｂ 1  は 、 押 え 部 材 １ ４ の 外 れ 留 め と し  
て 機 能 す る 。 な お 、 各 押 え 部 材 １ ４ の 装 着 後 、 本 体 部 １ ４ ａ の 先 端 は 、 上 枠 １ １ 側 の カ バ  
ー 材 ２ ６ 、 下 枠 １ ２ 側 の カ バ ー 材 ３ ２ 、 縦 枠 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ の 各 表 面 に 一 致 し て い る （  
図 １ 、 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 パ ネ ル Ｐ の 取 付 手 順 を 説 明 す る と 、 た と え ば 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま ず 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ を セ ッ ト し て 枠 組 み し 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦  
枠 １ ３ の 所 定 位 置 に 緩 衝 材 １ ６ を 貼 り 付 け る と と も に 、 下 枠 １ ２ の 固 定 リ ブ １ ２ ｃ 上 に セ  
ッ テ ィ ン グ ブ ロ ッ ク １ ５ を 設 置 す る 。 そ の 後 、 パ ネ ル Ｐ （ 必 要 に 応 じ て 目 地 部 材 Ｐ 1  付 き  
） を 搬 入 し 、 仮 留 め 金 具 ５ １ を 介 し て 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ に 仮 留 め す る （ 図 ６  
） 。 仮 留 め 金 具 ５ １ は 、 た と え ば 図 ６ の 紙 面 に 垂 直 方 向 に 約 ５ ０ m m 程 度 の 断 面 Ｌ 字 状 の  
板 材 で あ っ て 、 た と え ば 上 枠 １ １ の 固 定 リ ブ １ １ ｂ 、 １ １ ｃ 間 に ね じ 込 む １ 本 の 止 め ね じ  
５ ２ を 介 し て パ ネ ル Ｐ の 上 端 の 中 央 部 付 近 の １ 箇 所 を 仮 留 め す る こ と が で き る 。 パ ネ ル Ｐ  
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は 、 上 枠 １ １ 側 の 他 、 下 枠 １ ２ 側 、 縦 枠 １ ３ 側 の 各 辺 の 中 央 部 付 近 の 各 １ 箇 所 で も 、 同 様  
に し て 仮 留 め す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 つ づ い て 、 パ ネ ル Ｐ を 前 後 方 向 、 幅 方 向 （ 目 地 方 向 ） の 他 、 セ ッ テ ィ ン グ ブ ロ ッ ク １ ５  
の 高 さ を 変 え る こ と に よ り 上 下 方 向 に 位 置 合 せ し 、 た と え ば 縦 枠 １ ３ 側 、 上 枠 １ １ 側 、 下  
枠 １ ２ 側 の 順 、 ま た は 縦 枠 １ ３ 側 、 下 枠 １ ２ 側 、 上 枠 １ １ 側 の 順 に 、 仮 留 め 金 具 ５ １ を 取  
り 外 し て 押 え 部 材 １ ４ を 装 着 す る 。 押 え 部 材 １ ４ は 、 た と え ば 下 枠 １ ２ に 対 し 、 本 体 部 １  
４ ａ の 先 端 を パ ネ ル Ｐ の 表 面 に 当 接 さ せ て 係 合 リ ブ １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ 間 に 固 定 リ ブ １ ２ ｂ を  
挿 入 さ せ （ 図 ７ （ Ａ ） ） 、 押 え 部 材 １ ４ の 基 部 側 を 下 枠 １ ２ に 向 け て 強 く 押 圧 す る か 打 撃  
を 加 え て （ 同 図 （ Ｂ ） の 矢 印 Ｋ 1  方 向 ） 、 係 合 リ ブ １ ４ ｂ の 突 部 １ ４ ｂ 2  が 固 定 リ ブ １ ２  
ｂ の 突 部 １ ２ ｂ 1  を 乗 り 越 え る よ う に し て 係 合 リ ブ １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ を 固 定 リ ブ １ ２ ｂ 、 １  
２ ｃ に 弾 発 的 に 係 合 さ せ 、 図 ４ の 係 合 状 態 を 得 る こ と が で き る 。 上 枠 １ １ 、 縦 枠 １ ３ に 対  
し て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 押 え 部 材 １ ４ は 、 た と え ば 上 枠 １ １ に 装 着 す る 際 に （ 図 ８ ） 、 係 合 リ ブ １ ４ ｂ の  
先 端 の 突 部 １ ４ ｂ 2  が 固 定 リ ブ １ １ ｂ の 凹 部 １ １ ｂ 2  に 落 ち 込 ん で 突 部 １ １ ｂ 3  に 掛 か る  
と と も に 、 係 合 リ ブ １ ４ ｃ の 先 端 の 突 部 １ ４ ｃ 2  が 固 定 リ ブ １ １ ｃ の 凹 部 １ １ ｃ 1  に 落 ち  
込 ん で 突 部 １ １ ｃ 2  に 掛 か る 。 こ の と き の 押 え 部 材 １ ４ は 、 上 枠 １ １ か ら 簡 単 に 脱 落 せ ず  
、 パ ネ ル Ｐ の 不 用 意 な 倒 れ 事 故 な ど を 防 止 す る こ と が で き 、 固 定 リ ブ １ １ ｂ の 凹 部 １ １ ｂ 2  
、 突 部 １ １ ｂ 3  、 固 定 リ ブ １ １ ｃ の 凹 部 １ １ ｃ 1  、 突 部 １ １ ｃ 2  は 、 押 え 部 材 １ ４ の 脱 落  
防 止 用 の 掛 止 部 と な っ て い る 。 固 定 リ ブ １ １ ｂ 、 １ １ ｃ と 同 形 同 大 の 固 定 リ ブ １ ３ ｂ 、 １  
３ ｃ を 有 す る 縦 枠 １ ３ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 他 の 実 施 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 パ ネ ル Ｐ は 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ の た と え ば 前 面 側 に の み 配 置 し て も よ い （  
図 ９ 、 図 １ ０ ） 。 こ の と き 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ の 後 面 側 は 、 そ れ ぞ れ 押 え 部  
材 １ ４ に 代 え る カ バ ー 部 材 １ ８ に よ っ て 隠 蔽 さ れ て い る 。 カ バ ー 部 材 １ ８ は 、 押 え 部 材 １  
４ と 同 等 の 本 体 部 １ ８ ａ 、 係 合 リ ブ １ ８ ｂ 、 １ ８ ｃ を 有 す る 他 、 本 体 部 １ ８ ａ の 先 端 を 対  
応 す る 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ に 到 達 す る 長 さ に 屈 曲 さ せ て 平 坦 部 １ ８ ｄ を 形 成 し  
た 上 、 内 向 き に 折 り 返 し て 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ に 当 接 さ せ て い る 。 カ バ ー 部 材  
１ ８ の 平 坦 部 １ ８ ｄ は 、 上 枠 １ １ 側 、 下 枠 １ ２ 側 の カ バ ー 材 ２ ６ 、 ３ ２ 、 縦 枠 １ ３ の 底 部  
１ ３ ａ の 各 表 面 と 同 一 平 面 を 形 成 し 、 端 正 な 外 観 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 パ ネ ル Ｐ は 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ の 後 面 側 に の み 配 置 し て も よ い 。 こ  
の と き 、 上 枠 １ １ 、 下 枠 １ ２ 、 縦 枠 １ ３ の 前 面 側 に は 、 そ れ ぞ れ カ バ ー 部 材 １ ８ を 装 着 す  
れ ば よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 発 明 は 、 ガ ラ ス 板 な ど の パ ネ ル を 使 用 す る 間 仕 切 り 用 の パ ネ ル 装 置 に お い て 、 一 層  
良 好 な 美 感 を 実 現 し 、 作 業 性 の 向 上 を 要 求 す る 用 途 に 対 し 、 広 く 好 適 に 適 用 す る こ と が で  
き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｐ … パ ネ ル
　 Ｃ … 天 井 面
　 Ｆ … 床 面
　 １ １ … 上 枠
　 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ … 固 定 リ ブ
　 １ ２ … 下 枠
　 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ … 固 定 リ ブ
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　 １ ３ … 縦 枠
　 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ … 固 定 リ ブ
　 １ ４ … 押 え 部 材
　 １ ４ ｂ 、 １ ４ ｃ … 係 合 リ ブ
　 １ ６ … 緩 衝 材
　 ２ １ … 天 井 レ ー ル
　 ４ １ … 支 柱
　 ５ １ … 仮 留 め 金 具
　 ５ ２ … 止 め ね じ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 特 許 出 願 人       小 松 ウ オ ー ル 工 業 株 式 会 社
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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